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　10 月 28 日
（日）にアリー

ナ駐車場を会場に開催され、ステージの古川高
校吹奏楽部の演奏とパフォーマンスに来場者は

南三陸町

復興！　大津波の記憶を風化させない

８月の出来事～ 地元報道より ～
平成30年（2018年）

◆南三陸町志津川魚市場で、ミズダコが大不漁。
昨年の３分の１しか水揚げされておらず、キロ
当たりの単価は昨年の２倍になっている。

　県の魅力ある県立高校づくり支援事業を活
用し、「志高希望の架け橋プロジェクト会議」
が 30 日発足。同窓会やＰＴＡ、県、町、町
内の小中学校、事業所、民間団体など 16 人
の委員で構成した。

◆南三陸町志津川サンオーレそではまの、海水
浴場の入り込数が昨年の実績を超えた。好天が
続いたことと、音楽や食などをテーマにした週
末のイベントでの誘客が増加につながっている
ようだ。

　南三陸病院の櫻田医院長が７月 31 日付で
退職する。町は後任の人選を進めている。
新しい院長に、初貝和明氏（50）が 10 月１
日着任すると発表した。

◆南三陸町に米国と台湾の高校生が訪れた。米国
からはカリフォルニア州グレンデール市の高校生
23 人が４泊５日の日程で来町し、台湾からは２
月に大地震に見舞われた花蓮市の高校生３人が２
泊３日で訪れた。地域に伝わる文化や東日本大震
災で大きな被害を受けた町の様子に触れた。

　東北大学と米国テキサス州にあるベイラー
大学の学生が南三陸町を訪れた。東日本大震
災の体験や復興への取り組みなどを聞き取る
インタビューを収録し、ＳＮＳを通じて全世
界に発信する。

● ●

◆西日本豪雨の被災地に向けて南三陸町が呼び
掛け、７月20日までに６万8791円が寄せられた。
日赤を通じて被災地に送られる。

　東京都の演劇団体「ごきげん一家」の公演
が４日南三陸町歌津の平成の森アリーナで開
かれた。歌津地区に伝わる民話を題材にした
劇で、笑いあり涙ありの劇に大きな拍手が沸
いた。

◆南三陸町志津川のさんさん商店街の来場者が
今月 100 万人を超えた。2017 年３月の本設オー
プンから１年５ヶ月での記録。

　吉野復興大臣が南三陸町を８日訪れ、被災
地で活動を続ける団体に感謝状が贈られた。
南三陸町関係団体は、南三陸ホテル観洋・ウィ
メンズ アイ・佐良スタジオ・復興みなさん会・
南三陸復興青年会・みやぎジョネット。

◆南三陸町議会東日本大震災対策特別委員会は、
民間所有の「高野会館」の保存に関する請願に
ついて、賛成少数で不採択とすべきものとし、
９月定例会に報告し最終結論を出す。

　南三陸町は防災集団移転促進事業で整備し
た団地の空き区画（91 区画）の、一般向け
公募を９月７日まで行っている。

◆11 日南三陸町歌津田の浦漁港で、海の大運動
会がにぎやかに行われた。町内外から訪れた人
たちが、ユニークな競技で交流を深めた。

　東日本大震災で被災した南三陸町志津川の、
志津川高校近くの水田で田んぼアートが見頃
になった。廻館工区で農業を再開した営農組
合が支援への感謝を込め、昨年から田んぼ
アートに挑戦している。

◆東日本大震災の津波で全壊した南三陸消防署
庁舎再建工事が始まる。完成は来年３月で、新
庁舎は志津川新井田の志津川中央団地内の国道
45 号沿いに建設される。

　社会人ラグビーの古豪・新日鉄釜石のＯＢ
らでつくるＮＰＯ法人スクラム釜石のメン
バーが、17 日自転車で南三陸町・気仙沼市
を走り、被災地の復興と来年開かれるラグ
ビーワールドカップ釜石開催の成功を願った。

◆南三陸町の地域おこし協力隊の活動報告が 22
日開かれた。取り組みへの理解と今後の活動推
進につなげようと行なわれた。

　南三陸町は、昨年９月明らかになった町税
ミスなどについて、最終処理状況をまとめた。
固定資産税、個人町県民税合わせて 222 件
の追加徴収、449 件の還付を行なった。

◆25 日サンオーレそではま海水浴場で志津川湾
かがり火まつり福興市が行なわれた。愛知県新
城市の名物・三河手筒花火は、迫力ある火柱が
町民を魅了した。

　南三陸町歌津草木沢地内に整備される（仮
称）歌津北ＩＣの工事が、年度内開通予定に
向けて進んでいる。仙台方面との行き来のみ
のハーフインターとなる。

◆南三陸町内に保管されている牧草と稲わらに
ついて、土壌に混ぜて行う先行処理が予定より
ずれ込む見通しになった（８月の時点）。大盤平
のすき込みは９月に中止となった。

　南三陸町志津川のサンオーレそではま海水
浴場に、６万６千人を超える人たちが来場し、
26 日で今夏の営業を終えた。

◆30 日南三陸町立志津川小学校の３年生が、志
津川港に寄港した気仙沼向洋高校の小型実習船

「シーラス」を見学。社会科の授業の一環で見学
に訪れ、最新鋭の整備などに目を輝かせていた。

　南三陸町は災害公営住宅の家賃低減事業に
ついて、現行通り入居６年目以降は段階的に
家賃を引き揚げる。

中体連新人戦の結果
【バスケットボール】　男子
〔予選Ｂ〕志津川 89 ― ５鹿　折
             志津川 75 ― 23 面　瀬
◇準決勝　志津川 95 ― 18 気仙沼　　　
▷決　勝 志津川 88 ― 38 条　南
　　　　 志津川県大会へ

女子　〔１回戦〕志津川 95 ― 16 唐　桑
◇準々決勝　志津川 68 ― 25 新　月
◇準決勝　志津川 74 ― 18 面　瀬
▷決　勝　志津川 69 ― 34 条　南  
　　　　　志津川県大会へ

【剣　道】男子
〔団体〕歌　津３ ― ０志津川
　　　 歌　津４ ― ０唐　桑　
　　　 歌津県大会へ

〔個人〕２年①三浦誠矢（志津川）県大会へ
　　　 １年①小野陽輝（歌津）県大会へ　

女子
〔個人〕①三浦愛可（歌津）　②畠山七海（歌津）
以上県大会へ

　我が家は耳の遠くなった父との会話に苦慮
している。まだ認知症とはなっていないが、
通常の会話がままならない。

「病院の日」や「家庭の用事」など、聞こえ
なかったり忘れたりする親に、ついつい強い
口調で言ってしまい、会話も少なくなってい
る現状で、劇団の寸劇に通じるものがあった。
　寸劇では、年をとった母が何度も「デイサー

ビス何時」と聞く、嫁は「明後日」と答える。
10 分するとまた「いずっしゃ。」と母はまた
聴きに来る。嫁は「何回言ったわがっぺ。」「ほ
んとうにやんたぐなっこだ。」と言うと、み
さこばあちゃんは落ち込んでしまった。
　こんな時は、輝きサポーターの認知者への
対応例として、嫁は「明後日の火曜日だよね。」
また母が聴きに来た時に「明後日ですよと」と、
カレンダーでデイサービスの日を説明した。
母は「これだと解りやすいなー。」と母は言っ
てくれた。
　この問題点として、「もの忘れに対して何
度も同じ事を言う」「母は毎回初めて聞いて
いる」「本人は混乱している」。こうした混乱
や心配を聴いてやることで、「目で見て確認
してもらう。穏やかな気持ちで生活できる。」
と、この一部の寸劇は言っている。
私も反省し、今日から実践してみようと感じ
た。

認知症の会話と対策

****************************************************

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

*****************************************************
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

輝き劇団の演技に会場からの拍手と笑い輝き劇団の演技に会場からの拍手と笑い

アップル
　　タウン
アップル
　　タウン

出店予定地出店予定地

ツルハ出店説明会
　11 月 16 日アリーナ会議室で、
ツルハグループ開発部の出店説明
会が開かれた。完成予定を 31 年
５月 29 日とし、2302 ㎡に「ツ
ルハ」と別棟に他店舗が入る。国
道 45 号のアップルタウンの隣り
に駐車場 100 台を整備しオープン
するとの内容だった。

釘づけとなっていた。
　山形県庄内のコーナーでは、地場産の焼き肉
に行列ができていた。また、歌津漁協のテント
の「ワカメつめ放題」には来場者が大勢集まっ
ていた。横山からの来場者は「南三陸のワカメ
を沢山つめました」と話していた。
　その他にも「無料けんちん汁」やカキ・ホタ
テ焼など、南三陸の産品を販売していた。
　恒例の２回の「餅まき」にも多くの来場者で
賑わった。老いも若きも祝い餅を追った。

南三陸町産業フェア南三陸町産業フェア
２回の景品付き「餅まき」

に来場者の笑顔が広がった。

２回の景品付き「餅まき」

に来場者の笑顔が広がった。
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昨年は大変お世話になりありがとうございました

皆様のご多幸を心よりお祈りいたします

　2019年 元旦
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昨年中はひとかたならぬご厚誼を賜り

誠にありがたく厚く御礼申し上げます

本年も何卒よろしくお願いいたします

　平成三十一年　元旦
〒986-0000

宮城県本吉郡南三陸町志津川字沼田000-00
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志津川駅隣り志津川駅隣り（目印は紺色のユニット）（目印は紺色のユニット）

海に向かいどなたでも手を合わせ、
　　　静かに追悼・慰霊ができます。
海に向かいどなたでも手を合わせ、
　　　静かに追悼・慰霊ができます。

宮城県南三陸町志津川字沼田150-84 
TEL 0226-46-3069  FAX 46-3068
宮城県南三陸町志津川字沼田150-84 
TEL 0226-46-3069  FAX 46-3068

千葉印刷本浜営業所

　

千葉印刷本浜営業所

　

南三陸町への移住・定住応援します

第２の人生を南三陸町で暮らしてみませんか

東日本大震災慰霊塔建立東日本大震災慰霊塔建立

南三陸町から結婚した〜い！南三陸町から結婚した〜い！

平成29年７月11日建立平成29年７月11日建立

サンオーレそではま海水浴場

　　　　　　　　　　　　　

　ラムサール条約認定の志津川湾
　　　　　　　　　　　　　

　ラムサール条約認定の志津川湾
《南三陸町の情報発信中》

千葉印刷株式会社千葉印刷株式会社
携帯 080-1801-6399

受付担当　専務千葉

商工団地内

祝祝
南三陸の自然いっぱいの海南三陸の自然いっぱいの海

（2018 年10月18日登録）

● 喪中・年賀はがきはカラー・白黒
　 での仕上げとなります。

● 電話での注文が簡単です。
☎ 0226-４６-３０６９まで

● 商売用、住所移転、
　 結婚報告などの
　 文面もございます。

千葉印刷での事業後継者募集中！
連絡先 080-1801-6399（専務千葉まで）

受
付
中

注
文
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